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パンデミックがもたらした地域観光資源再評価の萌芽 

 

（本文） 

“新型コロナウイルスによるパンデミックイヤー”、オリンピックイヤーとしてインバウンドの加速を図るはず

であった 2020 年はそう呼ばれるかもしれない。2月半ばから議論され始めた東京オリンピック開催の可否は、緩や

かな国民的合意が形成された後の 3月中旬に延期と決定したため、驚きは小さかったように見えたが、事態の深刻

さを象徴する出来事であったことは間違いない。果たして来年には世界の人々を招き入れられるか、中止には至ら

ないことを願うばかりである。 

昨年 11月、中国湖北省の省都、武漢で最初の症例が確認された新型コロナウイルス感染症は瞬く間に拡散し、

世界の日常をあっさりと壊していった。我が国においては、4月 7日に政府が新型インフルエンザ等対策特別措置

法に基づいて首都圏の一都三県等を対象に緊急事態宣言を発令し、同 16日には対象を全国へと拡大させたが、こ

れに伴う観光地の閉鎖、飲食店や旅館の休業、破綻の報が多く聞かれた。旅行という非日常体験が、より強力な非

日常に打ち消された形である。 

 アメリカでは新型コロナウイルスの流行によって BEACH（ビーチ）産業が大きく影響を受けるであろうと言わ

れている。“BEACH”とは、Booking（旅行予約サイト）、Entertainment & Live Events（遊園地・観劇・映画館な

ど）、Airlines（航空）、Cruises & Casinos（クルーズ・カジノ）、Hotel & Resorts（宿泊業・リゾート）のそれぞれ

の頭文字を取ったものだが、いずれも現代観光産業の中核である。 

さて、今回のコロナ禍は我々の意識にも様々な変容をもたらしたが、今後の観光のあり方に直結するのは、移動

に対する心理的抵抗が大きくなったことだろう。これは、密閉空間や感染状況が不透明な地域の回避といった防疫

上の理由はあるが、多くの企業等において休業や在宅勤務が実施され、一時的にでも通勤から解放された経験を得

たことも大きい。 

また、主要ターミナル付近の人出は大幅に減ったものの、地域の商店街や公園は人々で溢れかえる現象も生じ

た。これは、在宅勤務等により自宅付近から移動しなくなったことに加え、外出自粛中でも近所を歩く程度であれ

ば良いだろうという意識が働いたものと思われる。 

これらの結果、遠方の観光地へ向かうはずだった人々は身近な地域へと導かれることとなり、しばらくは居住地

近傍を中心とした国内観光地の注目度が相対的に増すものと思われる。近年の観光戦略は「我が国の魅力を世界に

知らしめ、人々を世界から」という潮流であり、それは今後も変わらないだろうが、そのためには併せて観光資源

を支える人々を育む必要があるだろう。今回のコロナ禍を地域の人々が足元の観光資源に触れ、再評価を行う端緒

を得たと前向きに捉えたい。 

不要不急の用事は自粛対象とされたが、旅は常に新たな可能性を探ろうとする生物としての本能に根差す行動で

あるとも言われる。そうであれば、一時的な低迷はあっても、人は必ず旅を求めるようになる。新たな日常におけ

る観光の構築に向け、本学会の会員として一助になりたいものである。 
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   h (m)    w(m)
1     1.45     0.25
2     1.75     0.40
3     1.90     0.65
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編 集 後 記 

 

新型コロナウイルスにより生活様式は一変し、社会活動も制限され経済活動に

も多大なる影響を及ぼし東京オリンピック、パラリンピックも延期となりました。

皆様におかれましては如何お過ごしになられましたか。 

創刊以来、第 17 号となり皆様にお送りする運びとなりました。今回は、論文 8

編、報告 1 編の計 9 編の投稿を頂き掲載することが出来ました。これらは当学会

の学術論文審査会により掲載可とされた論文です。投稿された皆様、査読を担 

当された皆様、学術論文審査員の皆様、そして巻頭言を快く引き受けて下さいま

した大泉 剛様に心より敬意を表するとともに感謝申し上げます。 

掲載された論文が「観光まちづくり」に関わる学会内外の研究に大いに貢献 

するとともに学会活動のより一層の活性化に寄与すると確信しております。 

今後とも引き続き皆様方の積極的な投稿をお待ちしております。 

 

 

学会誌編集委員長 篠木 隆男 
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